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研究成果の概要（和文）：人間の創造性の解明には、外部からの観察では不十分であり、創造す

る主体の視点で創造行為とは何かを追究する必要がある。デザイナが自らの創造プロセスを観

察しうる内部観測の研究方法論の基盤を構築し、構築した方法を用いた実践的研究の実験試行

を重ね、内部観測という独創的な研究方法の理論的枠組みをより強化するとともに、デザイン

創造の主題が生成される過程とデザイナの自己形成という不分離の構造の特徴を突き止めた。 
 
研究成果の概要（英文）：This research aimed to investigate the cognitive process in design 
to understand creativity. In order to clarify the human creativity, internal observation 
is necessary. However, the research methodology of internal observation has not been yet 
developed enough. In this research, a framework of research methodology for the 
designers’ internal observation was proposed. A series of experimental study has carried 
out adopting the developed methodology of internal observation of the designers. As the 
results of the experiments, self-forming processes of the designers’ were investigated, 
as well as the generating processes of the creative motifs were identified. An original 
method of internal observation on creative process of the designers was finally structured 
and tested through the experiments and the results of this research will contribute for 
gaining our knowledge to understanding human creativity in future. 
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2010 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

2011 年度 800,000 240,000 1,040,000 

2012 年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

  年度  

総 計 2,800,000 840,000 3,640,000 

 
 
研究分野：デザイン学 
科研費の分科・細目：デザイン学 
キーワード：デザイン，創造性，内部観測 
 
１．研究開始当初の背景 
 (1) デザインにおける創造性の特徴の解
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も待ち望まれている。しかし、デザインと
いう創造的思考を研究する方法には、ある
「壁」が存在している。デザイナが自分を自
分で観察しても客観性の問題から研究とし
ては成立し難く，一人称の当事者研究につき
ものの自己言及性の問題が、創造的思考を解
明しようとするデザイン研究を困難にして
きた．  
(2)デザイナや芸術家の創造性はかねてより
その解明が課題とされてきたが、従来の研究
では、心理学や認知科学領域の研究者がイン
タヴューや行動分析などの方法を用い外部
から観察する研究方法であった。したがって、
デザイナや芸術家が内省を行った場合も、被
験者あるいは被観察者であり、研究者として
は位置づけられなかった。しかし、創造的行
為においては熱中のあまり忘我の状態にな
るため記憶がおぼつかない。インタビューや
内省の内容が、実際に創造行為中のものでは
なく、あと付け的に回答されたものになる可
能性がある。同様に、デザイナのスケッチな
どの分析も実験として行われるケースが多
く、課題が目的として外部から与えられ、問
題解決や熟達など技術的な側面に重点がお
かれており、デザイナの内発的動機には遠い
議論にとどまっている。 
(3)制作学という考え方は、本来、詩をつく
ることを対象にしたプロセスの知を扱うも
のである。今日では、特に絵画において制作
学の考え方が注目されている。これは美学の
ように完成された作品を研究するのではな
く、創造行為者が日常的に生み出すスケッチ
や日記などのことばを記録し続け、自らそれ
らを見つめ、また、それらを開示するという
ものである。日常的な内省と同様に、当事者
が創造性を高めるために有効であるとされ
るが、学術的には研究方法として確立されて
いない。 
（4）自己省察や行為のリフレクションの効
果は創造性研究で従来から注目され、メタ認
知との関連性や気づきの重要性が指摘され
てきたが、技能的な観点で実践面への導入を
推奨する立場が中心的であった。創造する主
体がどのようにモチーフとしての主題を形
成するのか、内容的な議論が欠けたままでは、
人間らしい高次の創造的思考の本質に接近
することが難しい。制作学の問題と融合し，
成果物を伴うデザインの過程を研究対象と
することで、より深い創造性の理解に近づく
ことができると考えられる。 
 
２．研究の目的 
(1) デザイナが自らの創造プロセスを観察
しうる「内部観測」の研究方法論の基盤を構
築する。 
(2) 構築した方法を用いて実践的研究を試
行し，デザイナの内部観測の特徴を検討する。 

(3) 実践試行と実験を重ねることで、研究方
法の理論的枠組みを強化し、創造性を高める
要因や条件を導く。 
 
３．研究の方法 
 (1) デザインにおける創造性の特徴の解明
のために，デザイナによる自己の創造プロセ
スの探究としての内部観測によって重要な
知見が得られることを目指し，デザイン学に
おける創造的思考プロセスの研究方法論を
議論するとともに，主体と第三者の視点と組
み合わせることで，二つの問題を克服し，デ
ザイナが自らの創造プロセスを観察しうる
「内部観測」の研究方法論を構築した．研究
代表者らがこれまでに試行してきた制作学
に基づく創造プロセスの記録方法を展開し，
階層的な観察と振り返りを組み入れた創造
プロセスを内部観測することを可能にする
研究方法の枠組みを構築する。 
(2)長期にわたる観察により、デザイナーの
創造性に強く影響する主題形成と、内発的動
機の関係を分析する。 
(3) ひとりのデザイナーの創造過程から、グ
ループによる創造活動まで、多様なデザイン
創造活動を観察・分析し、創造的思考の特徴
や創造性を高める要因、その条件を特定する
とともに内発的動機に推し進められる創造
的なデザインプロセスのモデルを構築する。 
 
４．研究成果 
本研究は、デザインという高度に創造的な課
題を遂行する当事者がどのように自己を理
解し、かつ、自己を形成していくのか、さら
に研究することで自己にどのような変化が
生じるのかを、長期的にとらえる実験を行っ
た。 
第一に、個人のデザイン過程を対象に、認知
科学や芸術学の専門的研究者と議論し緻密
な研究方法を構築し、実験を行った。その結
果、デザイナが自己を形成していく過程とデ
ザイン主題の形成の関係が観測でき、自己の
創造過程を振り返ることのみならず、他者の
観察との比較により、さらに深い自己を見出
し、かつそれが新たな主題として次なる自己
の形成に寄与していることが突き止められ
た。 
次に、デザインの社会的過程を加味した創造
過程の内部観測を行った。グループによるオ
ープンエンドの課題で、空間デザインを行い 
、内部観測により記述されたデザイン過程を
モデル化した。また、実験の被験者への追跡
調査により、デザインの主題のその後の展開
を確認した。 
最終年度にあたる平成 24 年度は、遂行した
実験の結果や見出された事象を総合して、矛
盾点や境界、条件についての議論を重ね、内
部観測による創造的思考の研究方法の体系



 

 

化に力を入れた。 
本研究の意義は創造性の視点からデザイナ
の思考過程の内部観測に挑戦したことであ
り、従来の学術において、研究者が当事者と
なる観察は、主観的な要因が混ざる恐れから
研究の方法論として取り入れられてこなか
った点を議論し、創造性の面では、当人にし
かわからないことや当人であるからこそ感
じ取れることがあり、それが、人間の創造性
を理解するうえで重要な課題であることを
主張した。 
研究の遂行にあたっては、デザイン学領域の
みならず、心理学、芸術学、社会学、計算機
科学など、多くの領域の専門的研究者や、人
間の創造活動に関わる教育者たちとの議論
を積み重ねてきた。これらの国内外の研究者
との議論によって、本研究のオリジナリティ
や意義が認められ、新たな研究展開の可能性
が生じ、実験方法として普及したことから、
今後、関連研究が進められることで、本研究
で得られた結果がさらに検証され、より豊か
な研究テーマとして深化いくと予想される。 
研究の成果として、より深いレベルでの創造
的思考の本質に接近できたと考えられる。新
たな研究方法の提案、構築、その検証により、
未踏とされてきた人間の主観による内部観
測が成功する可能性と、その条件、及び事例
を示したことは、デザイン学ならではの学術
的意義だと考える。また、その結果から、「創
造性と自己」という重要な問題とそれに大き
く寄与する内発的動機と主題の関係を示す
ことができた。本研究を基盤に、デザインの
実践が知識にどう関係しているのかを解明
する、より厳密な研究方法が展開され、普及
されることで、当事者研究の方法論が進展し、
今後さらに重要な知見がもたらされると期
待できる。 
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